
 

 

 

                      2016 年度 勢和小学校 

 

 

 本校では、子どもたちの学力向上を目指して、日々の学習活動の改善を行っています。一方で、子

どもたちには、宿題等（家庭での課題）を出して家庭学習にもしっかり取り組ませていきたいと考え

ています。そのためには、学校と家庭との連携が必要です。是非、ご協力をお願いします。 

 

 

                    

 ☆基礎的・基本的な学習内容の定着 

☆学習習慣や学習方法の獲得 

毎日、自主的に机に向かう時間を持つ習慣が身についているかどうかは、後々のお子さんの学習や

生活にも大きな影響を与えます。また、小学生の今の時期であるからこそ無理なく身につく力です。 

 

 

低学年：学校の宿題ができる（毎日、家庭で学習する習慣をつける） 

中学年：学校の宿題が確実にできる（宿題以外の自主学習が少しずつできる） 

高学年：学校の宿題がなくても自分で学習できる。⇒※自主学習ができる。 
 （※自主学習：宿題ではなく、自分から進んでする学習。学校の予習・復習や興味のある学習など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜家庭学習を始める前に＞ 

① テレビやゲームのスイッチを切る。 

② 机の上をきれいにする。 

③ よい姿勢でする。（寝転んだり、 

しゃがんだりした姿勢でしない。） 

＜家庭学習が終わったら＞ 

① 勉強したことを見てあげてください。 

音読や読書カードがある場合は、 

印やコメントを書く。 

② 次の日の準備がしっかりできているか 

確認する。 

 

もっとも大切にしたいことは、意欲（やる気）です！ 

 学力の向上と深く関わっているのが、子どもの意欲（やる気）です。 

子どもたちの意欲は、人との関係や生活リズムに左右されることが少なくありません。 

● やらないことを叱るより、やったことをほめる。 

● 「早寝・早起き・朝ごはん」を守らせる。（睡眠不足で遅く起きて朝ごはん抜き…は意欲低下に） 

● 外での子ども同士の健康的な活動（遊び）を進める。（友達がいるから勉強も頑張れる） 


